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レーザー分光法を用いた大気微小粒子の光学特性の研究 

 

業 績 

大気中の主要な大気浮遊微小粒子（エアロゾル）である炭素質エアロゾルの光学特性については、

浮遊した粒子の光吸収を直接測定することが難しく、未解明な点が多い。 

氏は、レーザー分光法を用いて粒子の光学特性を直接計測することで、従来法の問題点を克服し

た。室内実験により、様々な揮発性有機化合物の酸化反応により生成する二次有機エアロゾルにつ

いて調べ、短波長可視領域に光吸収性を有する二次有機エアロゾルの複素屈折率の決定に初めて成

功した。また、様々な環境下で大気観測を行い、他の成分による被覆が黒色炭素粒子の光吸収に及

ぼす影響や、有機エアロゾルの光吸収の寄与について調べた。 

本研究成果は、大気モデルへの適用などを通じて、エアロゾル粒子が気候や大気環境に及ぼす影

響評価の不確定性の低減に貢献すると期待される。 
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